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特定非営利活動法人ワールド・ビジョン・ジャパン 

家族を支えるため鉱山で働く少年 

（モザンビーク、ヨハネ・11 歳） 

売春宿でからだを売りものにされた少女 

（カンボジア、ルース・16 歳） 

 

【7 月 30 日は人身取引反対世界デー】 
世界と日本の子どもたちを人身取引から 

守るための啓発教材の無料提供を開始します！ 
 

7月 30日は国連が定めた「人身取引反対世界デー」。人身取引（＝人身売買）とは、現代の奴隷制と呼ばれ、日

本でも起きている問題です。世界の子どもたちのために活動する国際 NGOワールド・ビジョン・ジャパン（WVJ）

は、7 月 15 日より、人身取引に関する啓発教材を無料で提供します。この啓発教材は、人身取引を終わらせ、

世界や日本社会に溶け込んでいる犯罪を事前に防ぐために制作されたものです。 

 

■人身取引とは 
人身取引は、強制労働、性的搾取などによって、被害者の権利

と尊厳を否定し、深刻な肉体的・精神的ダメージを与えます。国

際労働機関（ILO）の報告によると、その犠牲者は世界でおよそ

2090 万人。その不正利益は 3 兆円にのぼります。 

 

■日本の現状と深刻な問題 
日本では、児童ポルノやJKビジネス（女子高生によるマッサージ、

添い寝、過激なポーズでの撮影会など）をはじめとした性的搾取

や、研修・技能実習制度を通して、日本に来た外国人に対する

暴力、脅迫、過酷な労働条件、人権侵害が問題となっています。 

 

米国務省人身売買監視対策室が発行している「人身取引年次報告書」では、日本は2013年度まで10年間連続

して「人身取引根絶の最低基準を満たさない国」としてランク付けされました。これは、先進国では最低ランクで

す。2014年度報告書では、ようやく日本は4段階評価で上から2番目の「最低基準を十分に満たしていないが、

改善に努めている」に分類されました。 

 

■啓発教材を無料で提供します 
【内容】 １）犠牲者の子どもたちの証言 

２）人身取引とは 

３）日本の現状 

４）人身取引をなくすために 

そのほか、「人身取引」を理解するためのデータや対策 

についても掲載。※視聴覚教材（DVD）もあります。 

【体裁】 サイズＡ５、24 ページ（カラー）、中とじ 

【対象】 中学生以上 

  

■お申込み方法  7 月 15 日（水）より 
下記のウェブページから「人身取引」現在の奴隷制を知ろう！を選択し、必要事項を明記ください。 

URL：https://www.worldvision.jp/form/material/entry_input?category=5 
 

 

 

★ワールド・ビジョン・ジャパンとは 
ワールド・ビジョンは、国連経済社会理事会に公認・登録されたキリスト教精神に基づく国際 NGO で、日本の事務所である特定非

営利活動法人ワールド・ビジョン・ジャパンは 1987 年設立されました。詳しくはこちら： https://www.worldvision.jp 

★この件に関するお問合せは 

【担当】 桑原 武、浅野 恵子 

【電話】 03-5334-5356 【FAX】03-5334-5359 【携帯】090-6567-9711 

【E メール】 takeshi_kuwabara@worldvision.or.jp  / keiko_asano@worldvision.or.jp 

https://www.worldvision.jp/form/material/entry_input?category=5
https://www.worldvision.jp/

